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本書は、Foundation Level シラバスの主要な原則、および概要の紹介が必要な ISTQB Foundation Level

に関心があるすべての人を対象としている。 

本書は、Foundation Level シラバスの概要とビジネス成果を説明している。本書は、Foundation Level を

達成しようとしている人が必要とする特定の情報を提供し、特にテストに関する基礎レベルのスキル開

発を促進している企業に役立つよう構成されている。 

Foundation Level シラバスの 2011 年度版をすでに熟知または使用している方のために、主な改訂内容を

本シラバスの付録にまとめた。また、ISTQB は別のリリースノートドキュメントで、Foundation Level

シラバスの学習の目的について、2011 年度版から 2018 年度版への追加、更新、削除に関する情報を提

供している。 

（日本語版追記：2018 年度版からの日本語訳の重要な変更に関して本書の最後に記載している。） 

 

 

ISTQB スキームは、Foundation Level を始めとして、それに続く Advanced Level、Expert Level の 3 つ

の認定スキームを提供して、プロのテスト担当者向けにキャリアパスを定義している。Foundation Level

シラバスにはアドオンがある。アドオンは、アジャイルテスト担当者シラバスが該当する。その他に専

門化したトピックとして、スペシャリスト向けシラバス（例えば、モデルベースドテスト担当者シラバ

ス）がある。 

Foundation Level の認定資格を持つ人は、Advanced Level を学習することにより、テストに関する理解

を拡張できる。 

Advanced Level では、上位レベルである Expert Level で習得する各種のスキルおよび知識の基盤を確立

する。テストマネージャーとしての実務を経験した後に、例えばテストマネジメント領域において

Expert Level 認定を取得してテストプロセスを改善していくことで、テスト業務でのキャリアをさらに

伸ばすことを選択できる。 

ISTQB の最新のキャリアパスの概要については、www.istqb.org を参照されたい。 

 

 

Foundation Level 資格は、ソフトウェアテストに関与する、または関心を抱いているあらゆる人々を対象

にする。Foundation Level 資格の対象者には、テスト担当者、テストアナリスト、テストエンジニア、テ

ストコンサルタント、テストマネージャー、ユーザー受け入れテスト担当者、ソフトウェア開発担当者

などが含まれる。この Foundation Level 資格は、ソフトウェアテストについて基本的な理解を望む方、

例えば、プロジェクトマネージャー、品質管理マネージャー、ソフトウェア開発マネージャー、ビジネ

スアナリスト、IT 部門長、経営コンサルタントのような人にも適切である。 

 

 

全体を通して、Foundation Level シラバスのすべての内容は、イントロダクションと付録を除いて K1 レ

ベルで試験対象である。つまり、受験志願者は本シラバスの 6 つの章で説明されている用語と概念につ

いて認識し、記憶し、想起することになる。 

K1、K2、K3 レベルでの学習の目的は、Foundation Level シラバスの各章の初めに記載している。 

1.  Foundation Level のイントロダクション 

1.1  テスト担当者のためのキャリアパス 

1.2  対象者 

1.3  学習の目的 

http://www.istqb.org/
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ISTQB Certified Tester Foundation Level ソフトウェアテスト試験へ申し込むための基準は、志願者がソ

フトウェアテストに興味を持っているか、ということであるが、志願者が以下のことについても満たし

ていることを強く求めている。 

 システムテストやユーザー受け入れテストなどのテスト担当、もしくはソフトウェア開発担当な

ど、最低 6 ヶ月程度、技術者としての経歴があること。 

 ISTQB®に加盟している各国の委員会（日本では JSTQB®が該当する）によって認定された教育
コースを受けていること。 

 

 

Foundation Level シラバスでは、多くの標準規格（IEEE、ISO など）を参照している。これらを参照す

る目的は、フレームワーク（品質特性については ISO 25010 で参照ができるなど）を提供すること、ま

たは、本資料の読者が希望する場合には追加の情報源を提供することである。ただし、シラバスは標準規

格資料を参考文献として利用しているだけであり、試験の対象にはしていない。 

 

 

 

ソフトウェア業界は急速に変化している。これらの変化に対応して最新の正確な情報へのアクセスを提供

するために、ISTQB ワークグループが www.istqb.org Web サイトを定期的に更新し、サポート資料、標

準規格への変更を参照できるようにしている。ただし、この最新情報は Foundation Level シラバスでの

テスト対象でない。 

 

 

 

Foundation Level シラバスは 6 つの章で構成されており、テスト担当者に要求される基本的な知識とスキ

ルをカバーしている。  各章の一番上の見出しは、章の学習時間を指定している。章より下のレベルでは、

時間は指定されていない。シラバス全体では、16 時間 45 分を想定している。 

 第 1 章：テストの基礎 - 学習時間 175 分 

 第 2 章：ソフトウェア開発ライフサイクル全体を通してのテスト - 学習時間 100 分 

 第 3 章：静的テスト - 学習時間 135 分 

 第 4 章：テスト技法 - 学習時間 330 分 

 第 5 章：テストマネジメント -学習時間 225 分 

 第 6 章：テスト支援ツール - 学習時間 40 分 

 

 

Foundation Level の認定資格試験は、ドキュメント「ISTQB CTFL 2018 Exam Structure and Rules （試

験構成とルール）」（www.istqb.org）にて定義している。 

試験の形式は多肢選択式である。問題の数は 40 である。問題の 65%（26 の問題）以上を正解した場合

に合格となる。 

試験は、認定トレーニングコースの一部として、または（例えば試験センターや公的試験で）独立して実

施してもよい。  認定トレーニングコースの受講完了は試験のための前提条件ではない。 

1.4  受験資格 

1.5  標準規格への対応 

1.6  最新の維持 

1.7  構成と研修コース期間 

1.8  試験の構造 

http://www.istqb.org/
http://www.istqb.org/
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2.1.ビジネス成果 

このセクションでは、Foundation Level 認定を取得した認定資格者に期待されるビジネス成果をリストする。 

 

Foundation Level 認定資格者は次のビジネス成果を達成できる。 

 
FL-BO1 ソフトウェアテストを行う際に共通の語彙を使うことで効率的で効果的なコミュニケー

ションを促進する。 
FL-BO2 ソフトウェアテストの基本概念を理解する。 

FL-BO3 さまざまな状況で最も適切なテストを行うために当てはまる開発やテストのさまざまな実践

例、テストを行う上でのさまざまな制約に対する理解を明示する。 

FL-BO4 効果的なレビューに貢献する。 

FL-BO5 テストを設計するために確立された技法をすべてのテストレベルで使用する。 

FL-BO6 ある特定のテスト仕様からテストケースを実装し実行する。テスト結果を報告する。 

FL-BO7 リソース、戦略、計画、プロジェクトコントロール、リスクマネジメントに対するテスト

マネジメントの原則を理解する。 

FL-BO8 明確で理解しやすい欠陥レポートを記述して伝える。 

FL-BO9 テストの優先度とテストアプローチを決定するプロジェクトの要因を理解する。 

FL-BO10 ソフトウェアテストがステークホルダーにもたらす価値を理解する。 

FL-BO11 プロジェクトの目的、状況、対象に合わせてテスト活動を行い、作業成果物を作成する方

法を認識する。 
FL-BO12 テストツールの選択および実装のプロセスを支援する。 

 

2.2 内容 

 
第 1 章：テストの基礎 

 テストに関連する基本的な原則、テストが必要な理由、テスト目的、テストを成功させるための
原則を学習する。 

 テストプロセス、主要な活動、作業成果物について理解する。 

 
第 2 章：ソフトウェア開発ライフサイクル全体を通してのテスト 

 ソフトウェア開発ライフサイクルのすべての段階にテストが組み込まれることを学習する。 

 さまざまなテストレベル、テストタイプ、メンテナンステストで作業する際の影響度分析につい
て学習する。 

 
第 3 章：静的テスト 

 静的解析やレビュー（非形式的レビュー、ウォークスルー、テクニカルレビュー、インスペク

ション）など、さまざまな静的テスト技法を学習する。 

 作業成果物の欠陥を検出するために、レビュー技法の適用方法を学習する。 

 
第 4 章：テスト技法 

 ソフトウェア作業成果物からテストケースを導出するためにテスト技法の適用方法を学習する。 

 ブラックボックス、ホワイトボックス、経験ベースのテストをカバーする。 

2.  Foundation Level シラバスの概要 
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第 5 章：テストマネジメント 

 テストマネジメントは、特にリスクベースドテスト、テスト実行、欠陥の報告と対応に関して、

テスト担当者がテストマネージャーと一緒に作業できることをカバーする。 

 テストで文書化するさまざまな作業成果物（テスト計画やレポートなど）を学習する。 

 欠陥を明確で理解しやすく報告する方法を学習する。 

 
第 6 章：テスト支援ツール 

 ツールの分類、ツールに付随するリスクとメリット、ツールの選択と導入を行う際の考慮事項を

学習する。 
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2.3 ビジネス成果と学習の目的のトレーサビリティマトリクス 

本セクションでは、Foundation Level のビジネス成果と学習の目的のトレーサビリティを一覧する。 

 

ビジネス成果：CTFL FL- 
BO 
1 
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2 
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BO 
6 

FL- 
BO 
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FL- 
BO 
8 

FL- 
BO 
9 

FL- 
BO 
10 

FL- 
BO 
11 

FL- 
BO 
12 

BO1 ソフトウェアテストを行う際に共通の語彙を使う

ことで効率的で効果的なコミュニケーションを促

進する。 

 
27 

           

BO2 ソフトウェアテストの基本概念を理解する。   12           

BO3 さまざまな状況で最も適切なテストを行うために

当てはまる開発やテストのさまざまな実践例、テ

ストを行う上でのさまざまな制約に対する理解を

明示する。 

    
13 

         

BO4 効果的なレビューに貢献する。     10         
BO5 テストを設計するために確立された技法をすべて

のテストレベルで使用する。 
     15        

BO6 ある特定のテスト仕様からテストケースを実装し

実行する。テスト結果を報告する。 
      8       

BO7 リソース、戦略、計画、プロジェクトコントロー

ル、リスクマネジメントに関するテストマネジメ

ントの原則を理解する。 

       
9 

     

BO8 明確で理解しやすい欠陥レポートを記述して伝え

る。 
        3     

BO9 テストの優先度とテストアプローチを決定するプ

ロジェクトの要因を理解する。 

         12    

BO10 ソフトウェアテストがステークホルダにもたらす

価値を理解する。 
          8   

BO11 プロジェクトの目的、状況、対象に合わせてテス

ト活動を行い、作業成果物の作成方法を認識す

る。 

           
11 

 

BO12 テストツールの選択および実装のプロセスを支援

する。 
            6 
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個別の LO バージョン 2018 の LO K レベル

2018 
            

第 1 章 テストの基礎              

1.1 テストとは何か？              
FL-1.1.1 テストに共通する目的を再認識する

（K1） 

K1  
X 

       
X 

  

FL-1.1.2 デバッグとテストとを区別する 

（K2） 

K2 X            

1.2 テストの必要性              
FL-1.2.1 例を挙げてテストの必要性を説明する

（K2） 

K2 

X 
        

X 
  

FL-1.2.2 テストと品質保証の関係を説明し、品質

を確保する上でテストがどう貢献するか

を、例を挙げて説明する（K2） 

K2   

X 

          

FL-1.2.3 エラー、欠陥、故障を区別する（K2） K2 X       X     

FL-1.2.4 欠陥の根本原因と結果を区別する（K2） K2        X     

1.3 テストの 7 原則              
FL-1.3.1 テストにおける 7 原則を説明する 

（K2） 

K2   X      X    

1.4 テストプロセス              
FL-1.4.1 テストを取り巻く環境がテストプロセ

スに与える影響を説明する（K2） 

K2  X    X     X  

FL-1.4.2 テストプロセスにおけるテストの活動と

関連するタスクを説明する（K2） 

K2 X     X   X  X  

FL-1.4.3 テストプロセスを支援する多くの作業

成果物を区別する（K2） 

K2    
X 

 
X 

  
X X X 
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FL-1.4.4 テストベースとテスト作業成果物との間のト

レーサビリティを維持することがなぜ必要であ

るかを説明する（K2） 

K2          
X X 

 

1.5 テストの心理学              
FL-1.5.1 テストの成否は心理的要素に影響されることを

識別する（K1） 

K1  X       X    

FL-1.5.2 テストの活動とソフトウェア開発の活動で必要

となるマインドセットが違うことを説明する

（K2） 

K2  
X 

      
X 

   

第 2 章 ソフトウェア開発ライフサイ

クル全体を通してのテスト 

             

2.1 ソフトウェア開発ライフサイ

クルモデル 

             

FL-2.1.1 ソフトウェア開発ライフサイクルにおけるソフト

ウェア開発活動とテスト活動の関係を説明する

（K2） 

K2   
X 

     
X 

   

FL-2.1.2 ソフトウェア開発ライフサイクルモデルをプロ

ジェクトやプロダクトの特性に合わせて調整す

る必要がある理由を識別する（K1） 

K1   
X 

     
X 

   

2.2 テストレベル              
FL-2.2.1 目的、テストベース、テスト対象、典型的な欠

陥と故障、アプローチや責務の観点から、さま

ざまなテストレベルを比較する（K2） 

K2  
X 

   
X 

     
X 

  
X 

 

2.3 テストタイプ              
FL-2.3.1 機能テスト、非機能テスト、ホワイトボック

ステストを比較する（K2） 

K2 X    X        
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FL-2.3.2 あらゆるテストレベルで機能テスト、非

機能テスト、ホワイトボックステストが

行われることを理解する（K1） 

K1     
X 

       

FL-2.3.3 確認テストとリグレッションテストの目

的を比較する（K2） 

K2 X     X       

2.4 メンテナンステスト              
FL-2.4.1 メンテナンステストを引き起こすもの

を要約する（K2） 

K2   X          

FL-2.4.2 メンテナンステストにおける影響度分析

の役割を説明する（K2） 

K2   X      X    

第 3 章 静的テスト              

3.1 静的テストの基本              
FL-3.1.1 さまざまな静的テスト技法を使用して検

査できるソフトウェア成果物の種類を認

識する（K1） 

K1  
X 

 
X 

        

FL-3.1.2 静的テストの価値を説明する例を使用す

る（K2） 

K2    
X 

        

FL-3.1.3 静的技法と動的技法について、目的、識

別対象の欠陥の種類、ソフトウェアライ

フサイクル内でのこれらの技法の役割を

考慮して、違いを説明する（K2） 

K2  
X 

   
X 

      
X 

  

3.2 レビュープロセス              
FL-3.2.1 作業成果物に対するレビュープロセス

の活動を要約する（K2） 

K2    X         

FL-3.2.2 形式的レビューにおけるさまざまな

役割と責務を認識する（K1） 

K1 X   X         

FL-3.2.3 さまざまなレビューの種類（非形式的レ

ビュー、ウォークスルー、テクニカルレ

ビュー、およびインスペクション）の 

K2    
X 
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 違いを説明する（K2）              

FL-3.2.4 欠陥を識別するためにレビュー技法を

作業成果物に適用する（K3） 

K3    X         

FL-3.2.5 レビューの成功に貢献する要因を説明す

る（K2） 

K2    X         

第 4 章 テスト技法              

4.1 テスト技法のカテゴリ              
FL-4.1.1 ブラックボックステスト技法、ホワイト

ボックステスト技法、および経験ベース

のテスト技法の特長、共通点、および相

違点を説明する（K2） 

K2  

X 
    

X 
       

4.2 ブラックボックステスト技法              
FL-4.2.1 ある特定の要件からテストケースを導出

するために同値分割法を適用する（K3） 

K3     
X 

       

FL-4.2.2 ある特定の要件からテストケースを導出す

るために境界値分析を適用する（K3） 

K3     
X 

       

FL-4.2.3 ある特定の要件からテストケースを導出

するためにデシジョンテーブルテストを

適用する（K3） 

K3     
X 

       

FL-4.2.4 ある特定の要件からテストケースを導出

するために状態遷移テストを適用する

（K3） 

K3     
X 

       

FL-4.2.5 ユースケースからテストケースを導出す

る方法を説明する（K2） 

K2     X        

4.3 ホワイトボックステスト技法              
FL-4.3.1 ステートメントカバレッジを説明する

（K2） 

K2 X    X        
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FL-4.3.2 デシジョンカバレッジを説明する（K2） K2 X    X        
FL-4.3.3 ステートメントカバレッジとデシジョンカ

バレッジの価値を説明する（K2） 

K2 
X 

   
X 

       

4.4 経験ベースのテスト技法              
FL-4.4.1 エラー推測を説明する（K2） K2 X    X X       
FL-4.4.2 探索的テストを説明する（K2） K2 X    X X       
FL-4.4.3 チェックリストベースドテストを説明する

（K2） 

K2 X    X X       

第 5 章 テストマネジメント              

5.1 テスト組織              
FL-5.1.1 独立したテストの利点と欠点を説明する

（K2） 

K2   X       X X  

FL-5.1.2 テストマネージャーとテスト担当者の作業

を識別する（K1） 

K1 X  X    X      

5.2 テストの計画作業と見積り              
FL-5.2.1 テスト計画書の目的と内容を要約する

（K2） 

K2  X X    X    X  

FL-5.2.2 さまざまなテスト戦略の違いを明確にする

（K2） 

K2  X X    X    X  

FL-5.2.3 可能性のある開始基準と終了基準の例を

示す（K2） 

K2     X      X  

FL-5.2.4 ある特定のテストケースのセットに対する

テスト実行のスケジュールを立てるため、

優先順位付けの知識、技術的および論理的

な依存関係の知識を適用する（K3） 

K3 
X 

    
X X 

     

FL-5.2.5 テストに関連する工数に影響を与える要因

を識別する（K1） 

K1 X X X    X  X    

FL-5.2.6 メトリクスを使った見積りと専門家による

見積りの違いを説明する（K2） 

K2 
X 

     
X 

 
X 
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5.3 テストのモニタリングとコント

ロール 

             

FL-5.3.1 テストで使用するメトリクスを想起する（K1） K1 X      X      
FL-5.3.2 テストレポートの目的、内容、および

読み手を要約する（K2） 

K2 X X           

5.4 構成管理              
FL-5.4.1 構成管理がテストをどのように支援す

るかを要約する（K2） 

K2 X X X    X      

5.5 リスクとテスト              
FL-5.5.1 可能性と影響を考慮してリスクレベルを

定義する（K1） 

K1 X            

FL-5.5.2 プロジェクトリスクとプロダクトリスク

の違いを認識する（K2） 

K2 X  X        X  

FL-5.5.3 プロダクトリスク分析がテストの十分

さ、およびテストの範囲にどのように影

響するか例を挙げて説明する（K2） 

K2 
X 

 
X 

   
X 

  
X X 

 

5.6 欠陥マネジメント              
FL-5.6.1 テスト時に見つかった欠陥を修正するた

めに欠陥レポートを記述する（K3） 

K3        X     

第 6 章 テスト支援ツール              

6.1 テストツールの考慮事項              
FL-6.1.1 テストツールをその目的と支援するテス

ト活動に従って分類する（K2） 

K2 
X X 

         
X 

FL-6.1.2 テスト自動化の利点とリスクを識別する（K1） K1         X   X 
FL-6.1.3 テスト実行ツールとテストマネジメント

ツールの特別な考慮事項を記憶する

（K1） 

K1            
X 

6.2 ツールの効果的な使い方              
FL-6.2.1 ツールを選択する際の主な原則を K1            X 
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 識別する（K1）              
FL-6.2.2 ツールを導入する際にパイロットプロ

ジェクトを使用する目的を想起する

（K1） 

K1            X 

FL-6.2.3 組織内でテストツールの評価、実装、導

入、継続的なサポートを成功させる要因

を識別する（K1） 

K1          
X 

 
X 



 

 

日付：2019 年 3 月 27 日 
 

 

 
 

 

 

ISTQB Foundation Syllabus 2018 は、2011 年度版シラバスを書き直したメジャーアップデートである。

このため、章やセクションごとの詳細なリリースノートはないが、以下に、本書の主要な変更の要約を

示す。また、ISTQB は別のリリースノートドキュメントで、学習の目的について、2011 年度版から

2018 年度版への追加、更新、削除に関する情報を提供している。 

2017 年初頭までに、100 を超える国で 55 万人を超える人が Foundation Level の試験を受験し、世界で

50 万人を超えるテスト技術者が認定を受けている。これらの受験者のすべてが試験に合格するために

Foundation Level シラバスを読んでいることが想定されるため、本シラバスは最も多く読まれたソフト

ウェアテストのドキュメントである。 

このメジャーアップデートでは、これまでの財産を受け継ぎながら、世界中のテストコミュニティの次

世代の 50 万人に ISTQB が優れた価値を提供できるよう改善が行われている。 

本バージョンでは、すべての学習の目的はそれだけで 1 つのまとまりとなるように編集されており、各

学習の目的から関連する内容への 1 対 1 のトレーサビリティを確立しており、学習の目的がない内容は

存在しない。 

目標は、本バージョンを、読みやすく、理解しやすく、学習しやすく、翻訳しやすくすることであり、

実務における有用性の向上や、知識とスキルのバランスに重点を置いた。 

本メジャーリリースの変更点は以下の通り。 

• 全体的に K1 の学習の目的（LO）を少なくした。 
– 2011 年度版の 27 LO に対して、2018 年度版では 15 LO。 

• 第 5 章テストマネジメントの説明を少なくした。 
– 2011 年度版の 24 LO に対して、2018 年度版では 15 LO。 

• レビューの説明に重点を置き、第 3 章に K3 LO を 1 つ追加した。 
– 静的解析のツールに関する説明を削除した。他のシラバスでカバーすることとなる。 

• 第 4 章でテスト技法の説明を増やした。 
– 2011 年度版の 4.1 節は第 1 章の 1.4 節へ統合した。 

• アジャイルに関して、シラバス内で言及している。 
– しかし、LO ではアジャイル関連の言葉を使用していない。 

• ホワイトボックス技法については、扱いを小さくした。 
– K4 と K3 を削除した。これらは他のシラバスでカバーすることとなる。 

2018 年度版 Foundation Syllabus のその他の変更点は以下の通り。 

1. IEEE Standard 829 の代わりに ISO/IEC/IEEE 29119 を標準として使用した。 

2. ISO 9126 の代わりに ISO/IEC 25010 を標準として使用した。 

3. IEEE 1028 の代わりに ISO/IEC 20246 を標準として使用した。 

Code of Ethics（倫理綱領）を第 1 章から ISTQB.ORG Web サイトに移動した。 
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2018 年度版のシラバスでは、前述した通り 2011 年度版からの変更が多く入っている。このシラバスの日本語 

版を翻訳するにあたり、これまでの翻訳と変更した点がいくつかある。 

特に影響の大きい変更は以下の通りである。 
 

1. キーワードの訳語変更 

原文の用語 2011 年度版での訳語 2018 年度版での訳語 シラバスでの章 

Equivalence partition 同値分割 同値パーティション 4 章 

Formal review 公式レビュー 形式的レビュー 3 章 

Informal review 非公式レビュー 非形式的レビュー 3 章 

Maintenance testing 保守テスト メンテナンステスト 2 章 

Methodical strategy 方法論的戦略 系統的戦略 5 章 

Regression 回帰 リグレッション 1 章、4 章、5 章、6 章 

 

上記の用語は、日本語訳を変更しただけであり、ISTQB のシラバスとしては変更がない。これまでとは違う 

概念になったわけではないことを注記しておく。 
 

2. 2011 年度版シラバスで使われていたが、2018 年度版シラバスでは使われなくなった用語 

• インシデント（Incident） 
– 2018 年度シラバスでは、インシデントについての記載がなくなった。インシデントレ

ポートは、欠陥レポートと呼ぶようになっており、インシデントと同様の概念としては
不正（Anomaly）という用語が使われるようになっている。 

• 終了基準の評価とレポート(Evaluating Exit Criteria and Reporting)、テスト終了作業（Test 
Closure） 

– 2018 年度シラバスでは、これらの活動をまとめてテスト完了(Test Completion)という用
語で呼ぶようになった。 

 

3. カタカナ表記の長音符のルール変更 

カタカナ表記に関して、長音符のルールを変更した。以下に代表的なものを列挙する。 

 
 

 

 
 

Version2018 ページ 19/19 
© International Software Testing Qualifications Board 

© 日本語翻訳版Japan Software Testing Qualifications Board Version 

2018.J01, 

 

2011 年度版の表記 2018 年度版の表記 

アーキテクチャ アーキテクチャー 

インタフェース インターフェース 

オペレータ オペレーター 

コンピュータ コンピューター 

ステークホルダ ステークホルダー 

ファシリテータ ファシリテーター 

プログラマ プログラマー 

マイルストン マイルストーン 

マネージャ マネージャー 

メンバ メンバー 

モデレータ モデレーター 

ユーザ ユーザー 

ユーザストーリー ユーザーストーリー 

リーダ リーダー 

4.  日本語版付録：2018 年度版シラバスにおける翻訳の変更点 

テスト技術者資格制度 
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